
(57)【要約】

【課題】　弁ｒを、圧縮工程の時に開け過ぎた時の、膨

張工程、１回目の排気工程の時の、弁ｎの対応を得る（

弁ｒと弁ｎは、明細書の、段落番号、０００１、及び、

符号の説明を参照の事。）。

【解決手段】　弁ｎを、弁ｄ′、又は、ｆ′、にする（

弁ｄ′と弁ｆ′は、明細書の、段落番号、００１５、又

は、００１７、及び、符号の説明を参照の事。）。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 圧 縮 工 程 の 時 、 下 死 点 で 開 き 上 死 点 の 手 前 の 間 で 閉 じ る 弁 を 、 圧 縮 工 程 の 時 に 開 け 過 ぎ
た 時 の 対 応 と し て 、 膨 張 工 程 の 時 、 膨 張 し 過 ぎ て 回 転 の 抵 抗 に な る （ ピ ス ト ン が 下 降 し て
シ リ ン ダ の 中 の 気 圧 が １ 以 下 に な り 、 ク ラ ン ク ・ シ ャ フ ト を 回 転 さ せ る 事 の 抵 抗 に な る こ
と 。 ） 時 に 、 排 気 弁 を 開 き 、 １ 回 目 の 排 気 工 程 に 入 っ て か ら 、 上 死 点 で 閉 じ る 。
【 請 求 項 ２ 】
　 圧 縮 工 程 の 時 、 下 死 点 で 開 き 上 死 点 の 手 前 の 間 で 閉 じ る 弁 を 、 圧 縮 工 程 の 時 に 開 け 過 ぎ
た 時 の 対 応 と し て 、 膨 張 工 程 の 時 、 膨 張 し 過 ぎ て 回 転 の 抵 抗 に な っ て も 、 排 気 弁 を 閉 じ た
ま ま で い て 、 １ 回 目 の 排 気 工 程 の 時 、 圧 縮 し 過 ぎ て 回 転 の 抵 抗 に な る （ ピ ス ト ン が 上 昇 し
て シ リ ン ダ ー の 中 の 気 圧 が １ 以 上 に な り 、 ク ラ ン ク ・ シ ャ フ ト を 回 転 さ せ る 事 の 抵 抗 に な
る こ と 。 ） 時 に 、 排 気 弁 を 開 き 、 上 死 点 で 閉 じ る 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 〔 ４ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン 、 ６ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン に 、 ピ ス ト ン
バ ル ブ 、 ロ ー タ リ ー バ ル ブ を 使 用 し た 時 の 、 吸 気 工 程 で 開 き 、 圧 縮 工 程 に 入 っ て か ら 閉 じ
る 、 弁 、 気 口 の 対 策 （ 平 成 ７ 年 特 許 願 第 ３ ４ ９ ９ ２ １ 号 ） 。 〕 の 、 請 求 項 １ 記 載 の 中 の 、
圧 縮 工 程 の 時 、 下 死 点 で 開 き 上 死 点 の 手 前 の 間 で 閉 じ る 弁 、 を 、 圧 縮 工 程 の 時 に 開 け 過 ぎ
た 時 の 、 膨 張 工 程 、 １ 回 目 の 排 気 工 程 の 時 の 、 排 気 弁 の 対 応 に 関 す る ｛ 上 記 の 、 ６ サ イ ク
ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン と は 、 〔 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン と 、 ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 、 ６ サ イ ク ル エ
ン ジ ン （ 平 成 ２ 年 特 許 願 第 ４ １ ７ ９ ６ ４ 号 ） 。 〕 の 中 の 、 請 求 項 ２ 、 請 求 項 ３ 記 載 の 、 ６
サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン で あ り 、 ロ ー タ リ ー バ ル ブ と は 、 〔 ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン 、 ６ サ
イ ク ル エ ン ジ ン に 使 用 さ れ る 、 ピ ス ト ン バ ル ブ に 代 わ る 、 ロ ー タ リ ー バ ル ブ （ 平 成 ３ 年 特
許 願 第 ３ ５ ６ １ ４ ５ 号 ） 。 〕 の 中 の 、 請 求 項 １ 記 載 の 、 ロ ー タ リ ー バ ル ブ で あ り 、 吸 気 工
程 で 開 き 、 圧 縮 工 程 に 入 っ て か ら 閉 じ る 、 弁 、 気 口 と は 、 〔 ４ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン
の 、 ミ ラ ー サ イ ク ル へ の 対 応 の 方 法 （ 平 成 ５ 年 特 許 願 第 ２ ７ ８ ７ ９ ３ 号 ） 。 〕 と 、 〔 ４ サ
イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン に ロ ー タ リ ー バ ル ブ を 使 用 し た 時 の 、 ミ ラ ー サ イ ク ル へ の 対 応 の
方 法 （ 平 成 ５ 年 特 許 願 第 ３ ５ ４ ９ ９ ３ 号 ） 。 〕 と 、 〔 ６ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 、 ミ
ラ ー サ イ ク ル へ の 対 応 の 方 法 （ 平 成 ５ 年 特 許 願 第 ３ ５ ５ ４ ６ ９ 号 ） 。 〕 と 、 〔 ６ サ イ ク ル
ガ ソ リ ン エ ン ジ ン に ロ ー タ リ ー バ ル ブ を 使 用 し た 時 の 、 ミ ラ ー サ イ ク ル へ の 対 応 の 方 法 （
平 成 ６ 年 特 許 願 第 ７ ２ ３ ８ ０ 号 ） 。 〕 と 、 〔 ４ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 、 ミ ラ ー サ イ
ク ル へ の 対 応 （ 平 成 ６ 年 特 許 願 第 ２ ３ ８ ３ ０ ７ 号 ） 。 〕 と 、 ４ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン
に ロ ー タ リ ー バ ル ブ を 使 用 し た 時 の 、 ミ ラ ー サ イ ク ル へ の 対 応 （ 平 成 ６ 年 特 許 願 第 ２ ６ ７
９ ５ ５ 号 ） 。 〕 と 、 〔 ４ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 燃 焼 効 率 向 上 機 関 並 び に 該 機 関 の 補
助 装 置 （ 平 成 ６ 年 特 許 願 第 ３ ２ ９ ７ ２ ９ 号 ） 。 〕 と 、 〔 ４ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン に ロ
ー タ リ ー バ ル ブ を 使 用 し た 時 の 、 燃 焼 効 率 向 上 機 関 並 び に 該 機 関 の 補 助 装 置 （ 平 成 ７ 年 特
許 願 第 ６ ３ ２ ７ ０ 号 ） 。 〕 の 、 表 現 は 少 々 違 う が 、 請 求 項 １ 記 載 の 、 吸 気 工 程 で 開 き 、 圧
縮 工 程 に 入 っ て か ら 閉 じ る 、 弁 、 気 口 で あ る 。 そ し て 、 以 後 、 吸 気 工 程 で 開 き 、 圧 縮 工 程
に 入 っ て か ら 閉 じ る 弁 、 気 口 を 持 っ た エ ン ジ ン を 、 エ ン ジ ン ａ 、 と し 、 エ ン ジ ン ａ の 、 混
合 気 専 用 の 吸 気 弁 を 、 弁 ｂ 、 と し 、 吸 気 口 を 、 気 口 ｃ 、 と し 、 排 気 弁 を 、 弁 ｄ 、 と し 、 排
気 口 を 、 気 口 ｅ 、 と し 、 吸 気 口 程 で 開 き 、 圧 縮 工 程 に 込 っ て か ら 閉 じ る 弁 を 、 弁 ｆ 、 と し
、 気 口 を 、 気 口 ｇ 、 と し 、 空 気 専 用 の 吸 気 弁 を 、 弁 ｈ 、 と し 、 吸 気 口 を 、 気 口 ｉ 、 と し 、
〔 ４ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン 、 ６ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン に 、 ピ ス ト ン バ ル ブ 、 ロ ー
タ リ ー バ ル ブ を 使 用 し た 時 の 、 吸 気 工 程 で 開 き 、 圧 縮 工 程 に 入 っ て か ら 閉 じ る 、 弁 、 気 口
の 対 策 （ 平 成 ７ 年 特 許 願 第 ３ ４ ９ ９ ２ １ 号 ） 。 〕 を 、 対 策 ｊ 、 と し 、 エ ン ジ ン ａ に 対 策 ｊ
を 施 し た エ ン ジ ン を 、 エ ン ジ ン ｋ 、 と し 、 エ ン ジ ン ｋ の 、 混 合 気 専 用 の 吸 気 弁 を 、 弁 ｌ 、
と し 、 吸 気 口 を 、 気 口 ｍ 、 と し 、 排 気 弁 を 、 弁 ｎ 、 と し 、 排 気 口 を 、 気 口 ｏ 、 と し 、 吸 気
口 程 の 時 、 上 死 点 で 開 き 下 死 点 で 閉 じ る 弁 を 、 弁 ｐ 、 と し 、 気 口 を 、 気 口 ｑ 、 と し 、 圧 縮
工 程 の 時 、 下 死 点 で 開 き 上 死 点 の 手 前 の 間 で 閉 じ る 弁 を 、 弁 ｒ 、 と し 、 気 口 を 、 気 口 ｓ 、
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と し 、 空 気 専 用 の 吸 気 弁 を 、 弁 ｔ 、 と し 、 気 口 を 、 気 口 ｕ 、 と し 、 エ ン ジ ン ａ の 何 も 無 い
空 間 （ 混 合 気 が 一 時 停 滞 す る 所 。 ） を 、 空 間 ｖ 、 と し 、 空 間 ｖ か ら 弁 ｆ へ の 通 路 （ 管 ） を
、 通 路 ｗ 、 と し 、 空 間 ｖ か ら 気 口 ｇ へ の 通 路 を 、 通 路 ｘ 、 と し 、 エ ン ジ ン ｋ の 何 も 無 い 空
間 を 、 空 間 ｙ 、 と し 、 空 間 ｙ か ら 弁 ｐ へ の 通 路 を 、 通 路 ｚ 、 と し 、 空 間 ｙ か ら 気 口 ｑ へ の
通 路 を 、 通 路 ａ ′ 、 と し 、 弁 ｒ か ら 空 間 ｙ へ の 通 路 を 、 通 路 ｂ ′ 、 と し 、 気 口 ｓ か ら 空 間
ｙ へ の 通 路 を 、 通 路 ｃ ′ 、 と す る 。 ｝ 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 エ ン ジ ン ｋ の 弁 ｒ を 、 圧 縮 工 程 の 時 に 開 け 過 ぎ た 時 の 、 膨 張 工 程 、 １ 回 目 の 排 気 工 程 の
時 の 、 弁 ｎ の 対 応 の 考 え は 無 か っ た （ ４ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 、 １ 回 目 の 排 気 工 程
と は 、 だ だ の 、 排 気 工 程 で あ る 。 ） 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 解 決 し よ う と す る 問 題 は 、 エ ン ジ ン ｋ の 弁 ｒ を 、 圧 縮 工 程 の 時 に 開 け 過 ぎ た 時 、 膨 張 工
程 の 時 に 弁 ｔ を 設 け て 用 い る が 、 他 の 対 応 の 方 法 は 無 い か 、 と 言 う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 ６ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 場 合 は 、 ２ 回 目 の 吸 気 工 程 （ 空 気 の 吸 気 工 程 ） の
時 に 、 必 然 的 に 、 弁 ｔ を 必 要 と す る が 、 エ ン ジ ン ｋ の 弁 ｒ を 、 圧 縮 工 程 の 時 に 開 け 過 ぎ た
時 、 膨 張 工 程 の 時 に 、 弁 ｔ を 必 要 と し な い 方 法 を 得 る 事 を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 に 、 ４ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 場 合 に 、 エ ン ジ ン ｋ の 弁 ｒ を 、 圧 縮 工 程 の 時 に 開
け 過 ぎ た 時 、 膨 張 工 程 の 時 に 、 弁 ｔ を 必 要 と し な い 方 法 を 得 る 事 を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ れ は 、 ４ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 場 合 に 、 エ ン ジ ン ｋ の 弁 ｒ を 、 圧 縮 工 程 の 時 に
開 け 過 ぎ た 時 、 弁 ｔ を 必 要 と し な い と 言 う 事 は 、 バ ル フ （ 弁 ） の 種 類 の 減 少 （ ５ 種 類 か ら
４ 種 類 へ 。 ） 、 そ れ に 因 る 、 バ ル ブ の １ 種 類 あ た り の 、 燃 焼 室 に 対 し て の 、 平 均 専 有 面 積
の 増 加 、 バ ル ブ の 駆 動 の 方 法 が 、 ５ 種 類 の 時 よ り も ４ 種 類 の 方 が 、 簡 素 化 で き る か ら で あ
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 エ ン ジ ン ｋ の 弁 ｒ を 、 圧 縮 工 程 の 時 に 開 け 過 ぎ た 時 に 、 膨 張 工 程 の 時 の 弁 ｔ
を 無 く す る 為 に 、 膨 張 工 程 の 時 、 膨 張 し 過 ぎ て 回 転 の 抵 抗 に な る （ ピ ス ト ン が 下 降 し て シ
リ ン ダ ー の 中 の 気 圧 が １ 以 下 に な り 、 ク ラ ン ク ・ シ ャ フ ト を 回 転 さ せ る 事 の 抵 抗 に な る こ
と 。 ） 時 に 、 弁 ｎ を 開 き 、 １ 回 目 の 排 気 工 程 に 入 っ て か ら 、 上 死 点 で 閉 じ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 エ ン ジ ン ｋ の 弁 ｒ を 、 圧 縮 工 程 の 時 に 開 け 過 ぎ た 時 に 、 膨 張 工 程 の 時 の 弁 ｔ を 無
く す る 為 に 、 膨 張 工 程 の 時 、 膨 張 し 過 ぎ て 回 転 の 抵 抗 に な っ て も 、 弁 ｎ を 閉 じ た ま ま で い
て 、 １ 回 目 の 排 気 工 程 の 時 、 圧 縮 し 過 ぎ て 回 転 の 抵 抗 に な る （ ピ ス ト ン が 上 昇 し て シ リ ン
ダ ー の 中 の 気 圧 が １ 以 上 に な り 、 ク ラ ン ク ・ シ ャ フ ト を 回 転 さ せ る 事 の 抵 抗 に な る こ と 。
） 時 に 、 弁 ｎ を 開 き 、 上 死 点 で 閉 じ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 、 エ ン ジ ン ｋ の 弁 ｒ を 、 圧 縮 工 程 の 時 に 開 け 過 ぎ た 時 に 、 膨 張 工 程 の 時 、 膨 張
し 過 ぎ て 回 転 の 抵 抗 に な る 時 に 、 弁 ｎ を 開 き 、 １ 回 目 の 排 気 工 程 に 入 っ て か ら 、 上 死 点 で
閉 じ る 事 に 因 り 、 膨 張 工 程 の 時 の 弁 ｔ を 無 く せ 、 特 に 、 ４ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 場
合 は 、 バ ル ブ の 種 類 の 減 少 に 因 り 、 バ ル ブ の 燃 焼 室 に 対 し て の 、 平 均 専 有 面 積 の 増 加 、 そ
れ に 因 り 、 平 均 有 効 効 率 の 向 上 が 計 れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 ４ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 場 合 は 、 バ ブ ル の 種 類 の 減 少 に 因 り 、 バ ル ブ の 駆
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動 の 方 法 が 、 簡 素 化 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 エ ン ジ ン ｋ の 弁 ｒ を 、 圧 縮 工 程 の 時 に 開 け 過 ぎ た 時 に 、 膨 張 工 程 の 時 、 膨 張 し 過
ぎ て 回 転 の 抵 抗 に な っ て も 、 弁 ｎ を 閉 じ た ま ま で い て 、 １ 回 目 の 排 気 工 程 の 時 、 圧 縮 し 過
ぎ て 回 転 の 抵 抗 に な る 時 に 、 弁 ｎ を 開 き 、 上 死 点 で 閉 じ る 事 に 因 り 、 膨 張 工 程 の 時 の 弁 ｔ
を 無 く せ 、 特 に 、 ４ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 場 合 は 、 バ ル ブ の 種 類 の 減 少 に 因 り 、 バ
ル ブ の 燃 焼 室 に 対 し て の 、 平 均 専 有 面 積 の 増 加 、 そ れ に 因 り 、 各 弁 の 、 平 均 有 効 効 率 の 向
上 が 計 れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ し て 、 ４ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 場 合 は 、 バ ル ブ の 種 類 の 減 少 に 因 り 、 バ ル ブ の
駆 動 の 方 法 が 、 簡 素 化 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 膨 張 工 程 の 時 、 膨 張 し 過 ぎ て 、 気 圧 が １ 以 下 に な り 、 回 転 の 抵 抗 に な っ て も 、 弁
ｎ を 閉 じ た ま ま で い て 、 １ 回 目 の 排 気 工 程 の 時 、 圧 縮 し 過 ぎ て 、 気 圧 が １ 以 上 に な り 、 回
転 の 抵 抗 に な る 時 に 、 弁 ｎ を 開 く と 言 う 事 は 、 膨 張 工 程 の 時 の 気 圧 が １ 以 下 の １ の 時 か ら
、 １ 回 目 の 排 気 工 程 の 時 の 気 圧 が １ 以 上 の １ の 時 に 戻 る と 言 う 事 で 、 理 論 上 、 エ ネ ル ギ ー
的 、 力 学 的 に ０ に な り 、 エ ネ ル ギ ー の 有 効 活 用 、 そ し て 、 省 エ ネ ル ギ ー 、 さ ら に 、 省 資 源
に も つ な が る 。
【 発 明 を 実 施 す る 為 の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 エ ン ジ ン ｋ の 弁 ｒ を 、 圧 縮 工 程 で 開 け 過 ぎ た 時 の 、 膨 張 工 程 、 １ 回 目 の 排 気 工 程 の 時 の
、 弁 ｎ の 対 応 を 示 す 為 に 、 エ ン ジ ン ｋ の 、 弁 ｌ と 弁 ｎ と 弁 ｐ と 弁 ｒ を 用 い た 、 ４ サ イ ク ル
ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 、 横 断 面 図 と 、 工 程 を 示 す 為 の 、 縦 断 面 図 を 描 い た 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ に 示 さ れ る 実 施 例 で は 、 エ ン ジ ン ｋ の ４ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 、 弁 ｌ と 、 弁
ｎ と 、 弁 ｐ と 、 弁 ｒ と 、 プ ラ グ の 配 置 を 示 し た 、 横 断 面 図 で あ る （ 図 １ に 示 さ れ る 弁 ｎ は
、 弁 ｒ を 、 圧 縮 工 程 の 時 に 開 け 過 ぎ た 時 の 対 応 と し て 、 膨 張 工 程 の 時 、 膨 張 し 過 ぎ て 回 転
の 抵 抗 に な る 時 に 開 き 、 １ 回 目 の 排 気 工 程 に 入 っ て か ら 、 上 死 点 で 閉 じ る 弁 で あ り 、 以 後
、 こ の 弁 を 、 弁 ｄ ′ 、 と し 、 エ ン ジ ン ｋ の ４ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン に 弁 ｄ ′ を 用 い た
エ ン ジ ン を 、 エ ン ジ ン ｅ ′ と す る 。 ） 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ か ら 図 ８ に 示 さ れ る 実 施 例 で は 、 図 １ を 縦 に 区 切 っ て 横 か ら 見 た と 仮 定 し た 、 エ ン
ジ ン ｅ ′ の 工 程 を 示 す 、 断 面 Ａ － Ａ の 方 向 か ら 見 た と 仮 定 し た 、 縦 断 面 図 で あ り 、 図 ２ か
ら 図 ８ は 、
　 図 ２ 　 吸 気 工 程 完 了 直 前
　 弁 ｌ は 開 き 、 弁 は ｄ ′ は 閉 じ 、 弁 ｐ は 開 き 、 弁 ｒ が 閉 じ て い る （ 図 ２ に 示 さ れ る 、 弁 ｌ
と 弁 ｐ は 、 上 死 点 で 開 き 下 死 点 で 閉 じ る 弁 で あ り 、 閉 じ る 直 前 の 図 で あ る 。 ） 。
　 図 ３ 　 圧 縮 工 程 中 間
　 弁 ｌ と 弁 ｄ ′ と 弁 ｐ は 閉 じ 、 弁 ｒ は 、 下 死 点 か ら 上 死 点 迄 の 行 程 の 、 約 ４ ／ ５ 程 、 ピ ス
ト ン が 上 昇 し た 時 に 閉 じ る （ 図 ３ に 示 さ れ る 弁 ｒ は 、 閉 じ る 直 前 の 図 で あ る 。 ） 。
　 図 ４ 　 圧 縮 工 程 完 了 直 前 （ 点 火 ）
　 弁 ｌ と 弁 ｄ ′ と 弁 ｐ と 弁 ｒ は 、 閉 じ て い る 。
　 図 ５ 　 膨 張 工 程 中 間 （ シ リ ン ダ ー の 中 の 気 圧 が １ に な る 時 。 ）
　 弁 ｌ は 閉 じ 、 弁 ｄ ′ は 、 上 死 点 か ら 下 死 点 迄 の 行 程 の 、 約 ２ ／ ３ 程 、 ピ ス ト ン が 下 降 し
た 時 に 開 き 、 弁 ｐ と 弁 ｒ は 閉 じ て い る （ 図 ５ に 示 さ れ る 弁 ｄ ′ は 、 開 い た 直 後 の 図 で あ る
。 ） 。
　 図 ６ 　 膨 張 工 程 完 了 直 前
　 弁 ｌ は 閉 じ 、 弁 ｄ ′ は 開 き 、 弁 ｐ と 弁 ｒ は 閉 じ て い る 。
　 図 ７ 　 排 気 工 程 中 間
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　 弁 ｌ は 閉 じ 、 弁 ｄ ′ は 開 き 、 弁 ｐ と 弁 ｒ は 閉 じ て い る 。
　 図 ８ 　 排 気 工 程 完 了 直 前
　 弁 ｌ は 閉 じ 、 弁 ｄ ′ は 開 き 、 弁 ｐ と 弁 ｒ は 閉 じ て い る （ 図 ８ に 示 さ れ る 弁 ｄ ′ は 、 閉 じ
る 直 前 の 図 で あ る 。 ） 。
を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ９ に 示 さ れ る 実 施 例 で は 、 エ ン ジ ン ｋ の ４ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 、 弁 ｌ と 、 弁
ｎ と 、 弁 ｐ と 、 弁 ｒ と 、 プ ラ グ の 配 置 を 示 し た 、 横 断 面 図 で あ る （ 図 ９ に 示 さ れ る 弁 ｎ は
、 弁 ｒ を 、 圧 縮 工 程 の 時 に 開 け 過 ぎ た 時 の 対 応 と し て 、 膨 張 工 程 の 時 、 膨 張 し 過 ぎ て 回 転
の 抵 抗 に な っ て も 閉 じ た ま ま で い て 、 １ 回 目 の 排 気 工 程 の 時 、 圧 縮 し 過 ぎ て 回 転 の 抵 抗 に
な る 時 に 開 き 、 上 死 点 で 閉 じ る 弁 で あ り 、 以 後 、 こ の 弁 を 、 弁 ｆ ′ と し 、 エ ン ジ ン ｋ の ４
サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン に 弁 ｆ ′ を 用 い た エ ン ジ ン を 、 エ ン ジ ン ｇ ′ 、 と す る 。 ） 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ ０ か ら 図 １ ６ に 示 さ れ る 実 施 例 で は 、 図 ９ を 縦 に 区 切 っ て 横 か ら 見 た と 仮 定 し た 、
エ ン ジ ン ｇ ′ の 工 程 を 示 す 、 断 面 Ｂ － Ｂ の 方 向 か ら 見 た と 仮 定 し た 、 縦 断 面 図 で あ り 、 図
１ ０ か ら 図 １ ６ は 、
　 図 １ ０ 　 吸 気 工 程 完 了 直 前
　 弁 ｌ は 開 き 、 弁 ｆ ′ は 閉 じ 、 弁 ｐ は 開 き 、 弁 ｒ は 閉 じ て い る （ 図 １ ０ に 示 さ れ る 、 弁 ｌ
と 弁 ｐ は 、 上 死 点 で 開 き 下 死 点 で 閉 じ る 弁 で あ り 、 閉 じ る 直 前 の 図 で あ る 。 ） 。
　 図 １ １ 　 圧 縮 工 程 中 間
　 弁 ｌ と 弁 ｆ ′ と 弁 ｐ は 閉 じ 、 弁 ｒ は 、 下 死 点 か ら 上 死 点 迄 の 行 程 の 、 約 ４ ／ ５ 程 、 ピ ス
ト ン が 上 昇 し た 時 に 閉 じ る （ 図 １ １ に 示 さ れ る 弁 ｒ は 、 閉 じ る 直 前 の 図 で あ る 。 ） 。
　 図 １ ２ 　 圧 縮 工 程 完 了 直 前 （ 点 火 ）
　 弁 ｌ と 弁 ｆ ′ と 弁 ｐ と 弁 ｒ は 、 閉 じ て い る 。
　 図 １ ３ 　 膨 張 工 程 中 間 （ ジ リ ン ダ ー の 中 の 気 圧 が １ に な る 時 。 ）
　 弁 ｌ と 弁 ｆ ′ と 弁 ｐ と 弁 ｒ は 、 閉 じ て い る 。
　 図 １ ４ 　 膨 張 工 程 完 了 直 前
　 弁 ｌ と 弁 ｆ ′ と 弁 ｐ と 弁 ｒ は 、 閉 じ て い る 。
　 図 １ ５ 　 排 気 工 程 中 間 （ シ リ ン ダ ー の 中 の 気 圧 が １ に な る 時 。 ）
　 弁 ｌ は 閉 じ 、 弁 ｆ ′ は 、 下 死 点 か ら 上 死 点 迄 の 行 程 の 、 約 １ ／ ３ 程 、 ピ ス ト ン が 上 昇 し
た 時 に 開 き 、 弁 ｐ と 弁 ｒ は 閉 じ て い る （ 図 １ ５ に 示 さ れ る 弁 ｆ ′ は 、 開 い た 直 後 の 図 で あ
る 。 ） 。
　 図 １ ６ 　 排 気 工 程 完 了 直 前
　 弁 ｌ は 閉 じ 、 弁 ｆ ′ は 開 き 、 弁 ｐ と 弁 ｒ は 閉 じ て い る （ 図 １ ６ に 示 さ れ る 弁 ｆ ′ は 、 閉
じ る 直 前 の 図 で あ る 。 ） 。
を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ し て 、 図 ２ か ら 図 ８ と 、 図 １ ０ か ら 図 １ ６ の 工 程 の 図 に 示 さ れ る 各 弁 の 、 バ ル ブ ・ タ
イ ミ ン グ は 含 ま れ て い な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ れ は 、 各 工 程 を 分 り 易 く す る 為 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 バ ル ブ ・ タ イ ミ ン グ は 、 圧 縮 比 、 爆 発 回 転 数 、 さ ら に 、 エ ン ジ ン の 使 用 目 的 に 因
っ て も 違 う の で 、 図 ２ か ら 図 ８ と 、 図 １ ０ か ら 図 １ ６ の 工 程 の 図 に 示 さ れ る 各 弁 に は 、 含
ま れ て い な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 図 ５ と 図 １ ３ と 図 １ ５ に あ る 、 （ シ リ ン ダ ー の 中 の 気 圧 が １ に な る 時 。 ） の 中 の
、 時 、 と 断 定 し た が 、 こ れ も 、 又 、 圧 縮 比 、 爆 発 回 転 数 、 エ ン ジ ン の 爆 発 回 転 数 の 上 昇 時
、 下 降 時 、 エ ン ジ ン 温 度 、 エ ン ジ ン の 使 用 目 的 、 さ ら に 、 バ ル ブ ・ タ イ ミ ン グ な ど で 違 う
。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 し か し 、 こ こ で は 、 エ ン ジ ン ｅ ′ と エ ン ジ ン ｇ ′ の 、 爆 発 回 転 数 な ど の 条 件 が 、 何 一 つ
変 わ ら な い 時 の 、 一 例 を 描 い た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 エ ン ジ ン ｋ の ６ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 、 弁 の 配 置 を 示 し た 、 横 断 面 図 、 工
程 を 示 し た 、 縦 断 面 図 も 描 か れ て い な い が 、 弁 ｒ を 、 圧 縮 工 程 の 時 に 開 け 過 ぎ た 時 の 、 弁
ｎ の 対 応 は 同 一 な の で 、 こ こ で は 省 く 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 エ ン ジ ン ｋ の ６ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 、 弁 の 配 置 を 示 す 横 断 面 図 、 工 程 を
示 す 縦 断 面 図 に は 、 ２ 回 目 の 吸 気 工 程 （ 空 気 の 吸 気 工 程 ） の 為 に 、 弁 ｔ 、 を 設 け て 用 い る
必 要 が あ る が 、 弁 ｒ を 、 圧 縮 工 程 の 時 に 開 け 過 ぎ た 時 の 、 弁 ｎ の 対 応 は 同 一 な の で 、 こ こ
で は 省 く 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 エ ン ジ ン ｋ の ６ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン で は 、 弁 の 種 類 の 減 少 が な い の で 、 こ
こ で は 省 く 。
【 産 業 の 利 用 分 野 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 は 、 〔 ４ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン 、 ６ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン シ ン に ピ ス ト ン バ
ル ブ 、 ロ ー タ リ ー バ ル ブ を 使 用 し た 時 の 、 吸 気 工 程 で 開 き 、 圧 縮 工 程 に 入 っ て か ら 閉 じ る
、 弁 、 気 口 の 対 策 （ 平 成 ７ 年 特 許 願 第 ３ ４ ９ ９ ２ １ 号 ） 。 〕 の 、 請 求 項 １ 記 載 の 中 の 、 圧
縮 工 程 の 時 、 下 死 点 で 開 き 上 死 点 の 手 前 の 間 で 閉 じ る 弁 、 を 、 圧 縮 工 程 の 時 に 開 け 過 ぎ た
時 の 、 膨 張 工 程 、 １ 回 目 の 排 気 工 程 の 時 の 、 弁 ｎ の 対 応 に 応 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 ロ ー タ リ ー バ ル ブ を 用 い た エ ン ジ ン ａ で は 、 弁 ｂ を 気 口 ｃ に 、 弁 ｄ を 気 口 ｅ に 、
弁 ｆ を 気 口 ｇ に 、 弁 ｈ を 気 口 ｉ に 変 え 、 そ の エ ン ジ ン ａ に 対 策 ｊ を 施 し た エ ン ジ ン ｋ で は
、 弁 ｌ を 気 口 ｍ に 、 弁 ｎ を 気 口 ｏ に 、 弁 ｐ を 気 口 ｑ に 、 弁 ｒ を 気 口 ｓ に 、 弁 ｔ を 気 ｕ に 変
え れ ば 、 こ の 作 用 は 応 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 そ の 時 は 、 エ ン ジ ン ａ の 空 間 ｖ を 、 エ ン ジ ン ｋ の 空 間 ｙ に 変 え 、 通 路 ｗ を 、 通 路
ｚ と 通 路 ｂ ′ に 、 通 路 ｘ を 、 通 路 ａ ′ と 通 路 ｃ ′ に 変 え る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 弁 ｎ の 作 用 は 、 〔 筒 内 噴 射 ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 、 本 当 に 圧 縮 す る 工 程 よ り も 膨 張
す る 工 程 の 方 を 、 ス ト ロ ー ク で 言 う な ら ば 長 く と る 方 法 （ 平 ８ 年 特 許 願 第 ９ ７ ２ ６ １ 号 ）
。 〕 と 、 〔 ４ サ イ ク ル デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 、 本 当 に 圧 縮 す る 工 程 よ り も 膨 張 す る 工 程 の
方 を 、 ス ト ロ ー ク で 言 う な ら ば 長 く 取 る 方 法 （ 平 成 ８ 年 特 許 願 第 ２ ３ ５ ７ ０ ２ 号 ） 。 〕 と
、 〔 ４ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 、 本 当 に 圧 縮 す る 工 程 よ り も 膨 張 す る 工 程 の 方 を 、 ス
ト ロ ー ク で 言 う な ら ば 長 く と る 方 法 （ 平 成 ８ 年 特 許 願 第 ２ ７ ２ ７ ９ ４ 号 ） 。 〕 と 、 〔 ４ サ
イ ク ル エ ン ジ ン 、 ６ サ イ ク ル エ ン ジ ン に 、 ピ ス ト ン バ ル ブ 、 ロ ー タ リ ー バ ル ブ を 使 用 し た
時 の 、 圧 縮 工 程 の 時 、 本 当 に 圧 縮 す る 工 程 よ り も 、 膨 張 工 程 の 時 、 本 当 に 膨 張 す る 工 程 の
方 を 、 ス ト ロ ー ク で 言 う な ら ば 長 く と る 方 法 （ 平 成 ８ 年 特 許 願 第 ３ ６ ０ ０ ５ ０ 号 ） 。 〕 な
ど に も 、 応 用 で き る （ こ こ で 言 う 、 弁 ｎ 、 と は 、 弁 ｄ ′ と 弁 ｆ ′ の 事 で あ る 。 ） 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 弁 ｎ の 作 用 は 、 〔 ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン 、 ６ サ イ ク ル エ ン ジ ン に 、 ピ ス ト ン バ ル ブ
、 ロ ー タ リ ー バ ル ブ を 使 用 し た 時 の 、 混 合 気 、 又 は 、 空 気 を 、 本 当 に 圧 縮 す る 工 程 よ り も
、 膨 張 す る 工 程 の 方 を 、 ス ト ロ ー ク で 言 う な ら ば 長 く と る エ ン ジ ン と 、 該 エ ン ジ ン に 対 し
て の 補 助 装 置 （ 平 成 ８ 年 特 許 願 第 １ ２ ８ ８ ９ ７ 号 ） 。 〕 に も 、 応 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 さ ら に 、 弁 ｎ の 作 用 は 、 〔 筒 内 噴 射 ４ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 、 圧 縮 工 程 の 時 、 本
当 に 圧 縮 す る 工 程 よ り も 、 膨 張 工 程 の 時 、 本 当 に 膨 張 す る 工 程 の 方 を 、 ピ ス ト ン の ス ト ロ
ー ク で 言 う な ら ば 長 く 取 る 方 法 と 、 長 く 取 り 過 ぎ た 時 の 対 策 （ 平 成 ９ 年 特 許 願 第 ３ ４ １ ８
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５ ５ 号 ） 。 〕 と 、 〔 ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン の 、 本 当 に 圧 縮 比 よ り も 本 当 の 膨 張 比 の 方 を 大 き
く 取 る 方 法 （ 平 成 ９ 年 特 許 願 第 ３ ６ ９ ６ ８ ４ 号 ） 。 〕 と 、 〔 ４ サ イ ク ル エ ン ジ ン 、 ６ サ イ
ク ル エ ン ジ ン 、 ８ サ イ ク ル エ ン ジ ン 、 １ ０ サ イ ク ル 以 上 の エ ン ジ ン に 、 ピ ス ト ン バ ル ブ 、
ロ ー タ リ ー バ ル ブ を 使 用 し た 時 の 、 本 当 の 圧 縮 比 よ り も 本 当 の 膨 張 比 の 方 を 大 き く 取 る 方
法 （ 平 成 ９ 年 特 許 願 第 ３ ７ ０ ５ ０ ７ 号 ） 。 〕 な ど に も 、 応 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ し て 、 弁 ｎ の 作 用 は 、 〔 ４ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 、 本 当 の 圧 縮 比 よ り も 本 当 の
膨 張 比 の 方 を 大 き く す る 機 関 （ 平 成 １ ０ 年 特 許 願 第 １ ７ ３ ７ ９ ３ 号 ） 。 〕 と 、 〔 筒 内 噴 射
４ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン に ロ ー タ リ ー バ ル ブ を 使 用 し た 時 の 、 本 当 の 圧 縮 比 よ り も 本
当 の 膨 張 比 の 方 を 大 き く す る 方 法 （ 平 成 １ ０ 年 特 許 願 第 ２ １ ４ ７ ０ ３ 号 ） 。 〕 な ど に も 、
応 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 さ ら に 、 弁 ｎ の 作 用 は 、 〔 ４ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン に ピ ス ト ン バ ル ブ を 使 用 し た 時
の 、 混 合 気 の 吸 気 弁 と 排 気 弁 が 同 時 に 開 い て い る 、 オ ー バ ー ・ ラ ッ プ 時 の 対 策 と 、 圧 縮 工
程 の 時 、 本 当 に 圧 縮 す る 工 程 よ り も 、 膨 張 工 程 の 時 、 本 当 に 膨 張 す る 工 程 の 方 を 、 ピ ス ト
ン の ス ト ロ ー ク で 言 う な ば 長 く 取 る 方 法 と 、 長 く 取 り 過 ぎ た 時 の 対 策 と 、 混 合 気 の 吸 気 弁
と 排 気 弁 が 同 時 に 開 い て い る 、 オ ー バ ー ・ ラ ッ プ 時 の 対 策 へ の 弁 と 、 膨 張 工 程 の 時 、 ピ ス
ト ン の ス ト ロ ー ク で 言 う な ら ば 長 く 取 り 過 ぎ た 時 の 対 策 へ の 弁 へ の 、 補 助 装 置 （ 平 成 １ １
年 特 許 願 第 ３ ７ ６ １ ９ ０ 号 ） 。 〕 に も 、 応 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】 エ ン ジ ン ｋ の ４ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 、 弁 ｌ と 、 弁 ｎ （ 弁 ｄ ′ ） と 、 弁 ｐ
と 、 弁 ｒ と 、 プ ラ グ の 配 置 を 示 し た 、 横 断 面 図 で あ る （ エ ン ジ ン ｅ ′ ） 。
【 図 ２ 】 エ ン ジ ン ｅ ′ の 工 程 を 示 す 、 縦 断 面 図 で あ る （ 吸 気 工 程 完 了 直 前 ） 。
【 図 ３ 】 エ ン ジ ン ｅ ′ の 工 程 を 示 す 、 縦 断 面 図 で あ る （ 圧 縮 工 程 中 間 ） 。
【 図 ４ 】 エ ン ジ ン ｅ ′ の 工 程 を 示 す 、 縦 断 面 図 で あ る 〔 圧 縮 工 程 完 了 直 前 （ 点 火 ） 〕 。
【 図 ５ 】 エ ン ジ ン ｅ ′ の 工 程 を 示 す 、 縦 断 面 図 で あ る 〔 膨 張 工 程 中 間 （ シ リ ン ダ ー の 中 の
気 圧 が １ に な る 時 。 ） 〕 。
【 図 ６ 】 エ ン ジ ン ｅ ′ の 工 程 を 示 す 、 縦 断 面 図 で あ る （ 膨 張 工 程 完 了 直 前 ） 。
【 図 ７ 】 エ ン ジ ン ｅ ′ の 工 程 を 示 す 、 縦 断 面 図 で あ る （ 排 気 工 程 中 間 ） 。
【 図 ８ 】 エ ン ジ ン ｅ ′ の 工 程 を 示 す 、 縦 断 面 図 で あ る （ 排 気 工 程 完 了 直 前 ） 。
【 図 ９ 】 エ ン ジ ン ｋ の ４ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 、 弁 ｌ と 、 弁 ｎ （ 弁 ｆ ′ ） と 、 弁 ｐ
と 、 弁 ｒ と 、 プ ラ グ の 配 置 を 示 し た 、 横 断 面 図 で あ る （ エ ン ジ ン ｇ ′ ） 。
【 図 １ ０ 】 エ ン ジ ン ｇ ′ の 工 程 を 示 す 、 縦 断 面 図 で あ る （ 吸 気 工 程 完 了 直 前 ） 。
【 図 １ １ 】 エ ン ジ ン ｇ ′ の 工 程 を 示 す 、 縦 断 面 図 で あ る （ 圧 縮 工 程 中 間 ） 。
【 図 １ ２ 】 エ ン ジ ン ｇ ′ の 工 程 を 示 す 、 縦 断 面 図 で あ る 〔 圧 縮 工 程 完 了 直 前 （ 点 火 ） 〕 。
【 図 １ ３ 】 エ ン ジ ン ｇ ′ の 工 程 を 示 す 、 縦 断 面 図 で あ る 〔 膨 張 工 程 中 間 （ シ リ ン ダ ー の 中
の 気 圧 が １ に な る 時 。 ） 〕 。
【 図 １ ４ 】 エ ン ジ ン ｇ ′ の 工 程 を 示 す 、 縦 断 面 図 で あ る （ 膨 張 工 程 完 了 直 前 ） 。
【 図 １ ５ 】 エ ン ジ ン ｇ ′ の 工 程 を 示 す 、 縦 断 面 図 で あ る 〔 排 気 工 程 中 間 （ シ リ ン ダ ー の 中
の 気 圧 が １ に な る 時 。 ） 〕 。
【 図 １ ６ 】 エ ン ジ ン ｇ ′ の 工 程 を 示 す 、 縦 断 面 図 で あ る （ 排 気 工 程 完 了 直 前 ） 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 　 １ 　 エ ン ジ ン ｅ ′ の 、 混 合 気 専 用 の 吸 気 弁 （ 弁 ｌ ） 。
　 　 ２ 　 エ ン ジ ン ｅ ′ の 、 排 気 弁 〔 弁 ｎ （ 弁 ｄ ′ ） 〕 。
　 　 ３ 　 エ ン ジ ン ｅ ′ の 、 吸 気 工 程 の 時 、 上 死 点 で 開 き 下 死 点 で 閉 じ る 弁 （ 弁 ｐ ） 。
　 　 ４ 　 エ ン ジ ン ｅ ′ の 、 圧 縮 工 程 の 時 、 下 死 点 で 開 き 上 死 点 の 手 前 の 間 で 閉 じ る 弁 （ 弁
ｒ ） 。
　 　 ５ 　 プ ラ グ 。
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　 　 ６ 　 気 化 器 。
　 　 ７ 　 吸 気 管 。
　 　 ８ 　 排 気 管 。
　 　 ９ 　 エ ン ジ ン ｅ ′ の 、 何 も 無 い 空 間 〔 混 合 気 が 一 時 停 滞 す る 所 （ 空 間 ｙ ） 。 〕 。
　 　 １ ０ 　 空 間 ｙ か ら 弁 ｐ へ の 通 路 （ 通 路 ｚ ） 。
　 　 １ １ 　 弁 ｒ か ら 空 間 ｙ へ の 通 路 （ 通 路 ｂ ′ ） 。
　 　 １ ２ 　 エ ン ジ ン ｅ ′ の 、 弁 ｌ と 弁 ｐ 。
　 　 １ ３ 　 エ ン ジ ン ｅ ′ の 、 弁 ｄ ′ と 弁 ｒ 。
　 　 １ ４ 　 ピ ス ト ン 。
　 　 １ ５ 　 上 死 点 。
　 　 １ ６ 　 下 死 点 。
　 　 １ ７ 　 上 死 点 か ら 下 死 点 ま で の 行 程 。
　 　 １ ８ 　 エ ン ジ ン ｇ ′ の 、 混 合 気 専 用 の 吸 気 弁 （ 弁 ｌ ） 。
　 　 １ ９ 　 エ ン ジ ン ｇ ′ の 、 排 気 弁 〔 弁 ｎ （ 弁 ｆ ′ ） 〕 。
　 　 ２ ０ 　 エ ン ジ ン ｇ ′ の 、 吸 気 工 程 の 時 、 上 死 点 で 開 き 下 死 点 で 閉 じ る 弁 （ 弁 ｐ ） 。
　 　 ２ １ 　 エ ン ジ ン ｇ ′ の 、 圧 縮 工 程 の 時 、 下 死 点 で 開 き 上 死 点 の 手 前 の 間 で 閉 じ る 弁 （
弁 ｒ ） 。
　 　 ２ ２ 　 エ ン ジ ン ｇ ′ の 何 も 無 い 空 間 〔 混 合 気 が 一 時 停 滞 す る 所 （ 空 間 ｙ ） 。 〕 。
　 　 ２ ３ 　 エ ン ジ ン ｇ ′ の 、 弁 ｌ と 弁 ｐ
　 　 ２ ４ 　 エ ン ジ ン ｇ ′ の 、 弁 ｆ ′ と 弁 ｒ
　 　 エ ン ジ ン ａ 　 　 　 吸 気 工 程 で 開 き 、 圧 縮 工 程 に 入 っ て か ら 閉 じ る 弁 、 気 口 を 持 っ た エ
ン ジ ン 。
　 　 弁 ｂ 　 　 　 　 　 　 エ ン ジ ン ａ の 、 混 合 気 専 用 の 吸 気 弁 。
　 　 気 口 ｃ 　 　 　 　 　 エ ン ジ ン ａ の 、 混 合 気 専 用 の 吸 気 口 。
　 　 弁 ｄ 　 　 　 　 　 　 エ ン ジ ン ａ の 、 排 気 弁 。
　 　 気 口 ｅ 　 　 　 　 　 エ ン ジ ン ａ の 、 排 気 口 。
　 　 弁 ｆ 　 　 　 　 　 　 エ ン ジ ン ａ の 　 吸 気 工 程 で 開 き 、 圧 縮 工 程 に 入 っ て か ら 閉 じ る 弁 。
　 　 気 口 ｇ 　 　 　 　 　 エ ン ジ ン ａ の 、 吸 気 工 程 で 開 き 、 圧 縮 工 程 に 入 っ て か ら 閉 じ る 気 口
。
　 　 弁 ｈ 　 　 　 　 　 　 エ ン ジ ン ａ の 、 空 気 専 用 の 吸 気 弁 〔 圧 縮 工 程 の 時 、 弁 ｆ を 開 け 過 ぎ
た 時 の 対 策 と し て 、 膨 張 工 程 の 時 、 膨 張 し 過 ぎ て 回 転 の 抵 抗 に な る 前 に 開 き 、 下 死 点 で 閉
じ る 弁 と 、 ６ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 場 合 は 、 ２ 回 目 の 吸 気 工 程 （ 空 気 の 吸 気 工 程 ）
の 時 の 弁 を 兼 ね た 弁 。 〕 。
　 　 気 口 ｉ 　 　 　 　 　 エ ン ジ ン ａ の 、 空 気 専 用 の 吸 気 口 〔 圧 縮 工 程 の 時 、 気 口 ｇ を 開 け 過
ぎ た 時 の 対 策 と し て 、 膨 張 工 程 の 時 、 膨 張 し 過 ぎ て 回 転 の 抵 抗 に な る 前 に 開 き 、 下 死 点 で
閉 じ る 気 口 と 、 ６ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 場 合 は 、 ２ 回 目 の 吸 気 工 程 （ 空 気 の 吸 気 工
程 ） の 時 の 気 口 を 兼 ね た 気 口 （ 空 気 専 用 の 吸 気 口 と 、 ２ 回 目 の 吸 気 工 程 の 時 の 気 口 を 兼 ね
た 気 口 、 と 言 う の は 、 同 じ ロ ー タ リ ー バ ル ブ の 気 口 を 用 い る の で は な く 、 空 気 専 用 の 吸 気
口 の あ る ロ ー タ リ ー バ ル ブ に 、 新 し く 、 ２ 回 目 の 吸 気 工 程 の 時 の 気 口 を 設 け る 事 で あ る 。
） 。 〕 。
　 　 対 策 Ｊ 　 　 　 　 　 ４ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン 、 ６ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン に 、 ピ
ス ト ン バ ル ブ 、 ロ ー タ リ ー バ ル ブ を 使 用 し た 時 の 、 吸 気 工 程 で 開 き 、 圧 縮 工 程 に 入 っ て か
ら 閉 じ る 、 弁 、 気 口 の 対 策 （ 平 成 ７ 年 特 許 願 第 ３ ４ ９ ９ ２ １ 号 ） 。
　 　 エ ン ジ ン ｋ 　 　 　 エ ン ジ ン ａ に 対 策 ｊ を 施 し た エ ン ジ ン 。
　 　 弁 ｌ 　 　 　 　 　 　 エ ン ジ ン ｋ の 、 混 合 気 専 用 の 吸 気 弁 。
　 　 気 口 ｍ 　 　 　 　 　 エ ン ジ ン ｋ の 、 混 合 気 専 用 の 吸 気 口 。
　 　 弁 ｎ 　 　 　 　 　 　 エ ン ジ ン ｋ の 、 排 気 弁 。
　 　 気 口 ｏ 　 　 　 　 　 エ ン ジ ン ｋ の 、 排 気 口 。
　 　 弁 ｐ 　 　 　 　 　 　 エ ン ジ ン ｋ の 、 吸 気 工 程 の 時 、 上 死 点 で 開 き 下 死 点 で 閉 じ る 弁 。
　 　 気 口 ｑ 　 　 　 　 　 エ ン ジ ン ｋ の 、 吸 気 工 程 の 時 、 上 死 点 で 開 き 下 死 点 で 閉 じ る 気 口 。
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　 　 弁 ｒ 　 　 　 　 　 　 エ ン ジ ン ｋ の 、 圧 縮 工 程 の 時 、 下 死 点 で 開 き 上 死 点 の 手 前 の 間 で 閉
じ る 弁 。
　 　 気 口 ｓ 　 　 　 　 　 エ ン ジ ン ｋ の 、 圧 縮 工 程 の 時 、 下 死 点 で 開 き 上 死 点 の 手 前 の 間 で 閉
じ る 気 口 。
　 　 弁 ｔ 　 　 　 　 　 　 エ ン ジ ン ｋ の 、 空 気 専 用 の 吸 気 弁 〔 圧 縮 工 程 の 時 、 弁 ｒ を 開 け 過 ぎ
た 時 の 対 策 と し て 、 膨 張 工 程 の 時 、 膨 張 し 過 ぎ て 回 転 の 抵 抗 に な る 前 に 開 き 、 下 死 点 で 閉
じ る 弁 と 、 ６ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 場 合 は 、 ２ 回 目 の 吸 気 工 程 （ 空 気 の 吸 気 工 程 ）
の 時 の 弁 を 兼 ね た 弁 。 〕 。
　 　 気 口 ｕ 　 　 　 　 　 エ ン ジ ン ｋ の 、 空 気 専 用 の 吸 気 口 〔 圧 縮 工 程 の 時 、 気 口 ｓ を 開 け 過
ぎ た 時 の 対 策 と し て 、 膨 張 工 程 の 時 、 膨 張 し 過 ぎ て 回 転 の 抵 抗 に な る 前 に 開 き 、 下 死 点 で
閉 じ る 気 口 と 、 ６ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン の 場 合 は 、 ２ 回 目 の 吸 気 工 程 （ 空 気 の 吸 気 口
程 ） の 時 の 気 口 を 兼 ね た 気 口 （ 空 気 専 用 の 吸 気 口 と 、 ２ 回 目 の 吸 気 工 程 の 時 の 気 口 を 兼 ね
た 気 口 、 と 言 う の は 、 同 じ ロ ー タ リ ー バ ル ブ の 気 口 を 用 い る の で は な く 、 空 気 専 用 の 吸 気
口 の あ る ロ ー タ リ ー バ ル ブ に 、 新 し く 、 ２ 回 目 の 吸 気 工 程 の 時 の 気 口 を 設 け る 事 で あ る 。
） 。 〕 。
　 　 空 間 ｖ 　 　 　 　 　 エ ン ジ ン ａ の 何 も 無 い 空 間 （ 混 合 気 が 一 時 停 滞 す る 所 。 ） 。
　 　 通 路 ｗ 　 　 　 　 　 空 間 ｖ か ら 弁 ｆ へ の 通 路 ｛ 管 〔 弁 ｆ か ら 空 間 ｖ へ の 通 路 （ 管 ） 。 〕
。 ｝ 。
　 　 通 路 ｘ 　 　 　 　 　 空 間 ｖ か ら 気 口 ｇ へ の 通 路 ｛ 管 〔 気 口 ｇ か ら 空 間 ｖ へ の 通 路 （ 管 ）
。 〕 。 ｝ 。
　 　 空 間 ｙ 　 　 　 　 　 エ ン ジ ン ｋ の 何 も 無 い 空 間 （ 混 合 気 が 一 時 停 滞 す る 所 。 ） 。
　 　 通 路 ｚ 　 　 　 　 　 空 間 ｙ か ら 弁 ｐ へ の 通 路
　 　 通 路 ａ ′ 　 　 　 　 空 間 ｙ か ら 気 口 ｑ へ の 通 路
　 　 通 路 ｂ ′ 　 　 　 　 弁 ｒ か ら 空 間 ｙ へ の 通 路
　 　 通 路 ｃ ′ 　 　 　 　 気 口 ｓ か ら 空 間 ｙ へ の 通 路
　 　 弁 ｄ ′ 　 　 　 　 　 エ ン ジ ン ｋ の 弁 ｒ を 、 圧 縮 工 程 の 時 に 開 け 過 ぎ た 時 の 対 応 と し て 、
膨 張 工 程 の 時 、 膨 張 し 過 ぎ て 回 転 の 抵 抗 に な る 時 に 開 き 、 １ 回 目 の 排 気 工 程 に 入 っ て か ら
、 上 死 点 で 閉 じ る 弁 （ 弁 ｎ ） 。
　 　 エ ン ジ ン ｅ ′ 　 　 エ ン ジ ン ｋ の ４ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン に 弁 ｄ ′ を 用 い た エ ン ジ
ン 。
　 　 弁 ｆ ′ 　 　 　 　 　 エ ン ジ ン ｋ の 弁 ｒ を 、 圧 縮 工 程 の 時 に 開 け 過 ぎ た 時 の 対 応 と し て 、
膨 張 工 程 の 時 、 膨 張 し 過 ぎ て 回 転 の 抵 抗 に な っ て も 閉 じ た ま ま で い て 、 １ 回 目 の 排 気 工 程
の 時 、 圧 縮 し 過 ぎ て 回 転 の 抵 抗 に な る 時 に 開 き 、 上 死 点 で 閉 じ る 弁 （ 弁 ｎ ） 。
　 　 エ ン ジ ン ｇ ′ 　 　 エ ン ジ ン ｋ の ４ サ イ ク ル ガ ソ リ ン エ ン ジ ン に 弁 ｆ ′ を 用 い た エ ン ジ
ン 。
　 　 Ａ － Ａ 　 　 　 　 　 断 面
　 　 Ｂ － Ｂ 　 　 　 　 　 断 面
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